
 

 
 

 

令和４年度 学校評価報告書（実施結果） 

 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・定時制総合
学科、単位制
の利点を活か
し、基礎学力
の定着や学習
意欲の向上を
図る教育課程
を提供する。 
 
・多様な生徒
の学習ニーズ
に応える柔軟
な学習支援の
充実を図る。 
 
 
 

・生徒一人ひと
りの実情に合わ
せた履修指導、
教科指導、単位
修得指導を引き
続き行う。 
 

・主体的・対話
的で深い学びの
実現に向けて、
ICT を活用する
とともに組織的
な授業改善に取
り組む。 

・生徒の実情に
合わせたきめ細
かな履修指導を
行い、単位修得
につなげる。 
生徒一人ひとり
に応じた丁寧で
きめ細かな教科
指 導 を 実 践 す
る。 
 
・ICT を活用し
た授業実践、校
内授業研究を実
施し、授業力向
上を図る。 

成績不振となる
生徒を引き続き
減少することが
できたか。 
生徒による授業
評価の「授業の
在り方」につい
て肯定的な意見
が 80％を維持で
きたか。 
 
ICT を活用した
授業実践、校内
授業研究を実施
できたか。 

・各教科において
丁寧な指導を行
い、年度末成績会
議では成績不振生
徒はいなかった。 
 
・生徒による授業
評価の「授業の在
り方」について、
すべての教科で
80％以上の肯定的
な意見を維持でき
た。 
 
・ICT を有効活用
して個別最適化の
授業等の授業実
践、４回の校内授
業研究を実施でき
た。  

・引き続き、単位
修得につながる丁
寧な教科指導、履
修指導を行う。 
 
・引き続き、個に
応じた丁寧できめ
細かな教科指導を
行う。 
 
・ICT の有効活用
に関する授業研
究、主体的・対話
的で深い学びにつ
ながる授業実践を
引き続き行う。 

・きめ細かい丁寧な指
導、成績不振生徒がいな
くなったこと、担当の先
生方のご努力、ご苦労の
賜物です。 
 
・授業評価アンケートの
方法について、紙面によ
るかウェブ上かの説明が
あるのが望ましい。 
 
・社会の一員として生活
するための知識を習得し
ておく必要性の醸成をお
願いする。 
 
・ICTに関して、キーボ
ードの使用は社会人には
必要であり、対応された
い。 
 
 

・各教科において、きめ細かで
丁寧な指導を行い、年度末には
生徒の成績不振者が無しとな
り、単位修得につなげることが
できた。 
 
・フォームにより実施した、生
徒による授業評価の「授業の在
り方」について、概ね良好な意
見であり、きめ細かな教科指導
ができた。 
 
・ICT を有効活用した授業実践
の共有を図るため、校内授業研
究・研究協議を実施し、「主体
的・対話的で深い学び」につな
がる授業実践を行うことができ
た。 

・引き続き、生徒一人ひとりに
応じた丁寧できめ細かな教科指
導を行い、学びの充実を図り、
成績不振生徒を減少し、単位修
得につなげる。 
 
・今後も「主体的・対話的で深
い学び」の実現に向け、ICT を
有効活用した授業実践、端末を
活用した授業実践の共有を図
り、授業改善に組織的に取り組
む。 
 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・生徒にとって
安心、安全な教
育環境の確保に
努め、生徒の自
己実現に向けた
きめ細やかな支
援の充実を図
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・生徒一人ひと
りの課題を発見、
解決するために、
支援体制のさらな
る充実を図り、適
時に支援・指導を
行う。 
 
・成年年齢引き下
げに伴い、成年に
求められる思考
力、判断力の育成
を図り、社会で通
用する価値観が身
につくよう支援す
る。 

・生徒情報を密
に連携すること
で、生徒一人ひ
とりの課題を早
期に発見し、保
護者等と連携を
図りながら課題
解決を目指す。 
 

・学校生活のみな
らず、学校外にお
ける行動に対し
て、個別の指導、
集会等を利用して
適宜支援・指導す
る。 

・職員間での生
徒情報の緊密な
交換が行われた
か。 
 
・必要に応じて
保護者等と連携
し、課題解決に
結びつけること
ができたか。 
 
・問題行動はも
とより、規範意
識の醸成ができ
たか。 
・社会通念上必
要となる価値観
の育成が行われ
たか。 

・長期休業前後で
生徒面談を実施､そ
の後教育相談会お
よび生徒情報交換
会を行い、生徒情
報の共有を図った｡
また､面談前に行っ
た生徒アンケート
の結果､「悩みが相
談できる人」の項
目で「先生」を選
んだ生徒が１人か
ら 11 人に増加､ま
た面談をとおして
スクールカウンセ
ラーにつながった
生徒が３人いたこ
とから､非常に効果
が高かったと考え
ている。 
 
・授業、LHR、集
会をとおして引き
続き社会で必要な
見方、考え方を支
援・指導した。 

・長期休業前後の
生徒に面談効果が
あったことから、
次年度も引き続き
実施していきた
い。また、生徒情
報の共有に関して
は、グループ業務
の変更を行い、よ
り緊密に連携でき
るよう改善してい
く。 
 
・成年年齢引き下
げが行われたこと
で、学校には成年
と未成年が混在し
ているが、成年未
成年の別なく継続
して支援・指導し
ていきたい。ま
た、成年であって
も喫煙や飲酒がで
きないこと､社会的
責任が 18 歳から必
要とされることを
引き続き粘り強く
伝えていきたい。 
 
 

・保護者や関連機関との
連携をお願いする。 
 
・全員と面談をして、そ
の結果、相談したい相手
として先生を対象に選ぶ
生徒が増えたことは、粘
り強い取組による大きな
成果である。生徒と先生
の間の門が１回開いたこ
とで、今後困った時には
その門を叩こうという気
に生徒がなってきてい
る。ニーズのある生徒の
掘り起こしになった。 

・今年度より定例で行った教育
相談会、長期休業前後に行った
生徒面談をとおして、職員間で
の生徒情報の共有や SC、SSW と
の連携が昨年度と比べ飛躍的に
増加した点が成果として挙げら
れる。また、保護者や外部機関
との連携を含め、生徒の支援が
適時・適切に行われた。 
 
・問題行動として指導したのは
１件あったものの、それ以外は
適切な指導を行いながら未然に
防ぐことができた。また、問題
行動が疑われる事象が起きた
際、迅速に全職員が組織的な対
応を行うことができた。 
 
・全校集会や LHR において、社
会通念上必要となる価値観を醸
成するための講演会や講話を実
施し、社会生活に資する基礎を
伝えることができた。 

・今年度の取組を引き続き次年
度も行い、生徒理解、生徒支
援、SC や SSW、外部との連携が
迅速に行われるよう努めていき
たい。さらに、生徒の支援を担
任一人で抱えてしまうことがな
いよう、生徒支援グループが主
導して職員間の情報共有をさら
に充実させていきたい。 
 
・生徒の問題行動を未然に防ぐ
取組、集会等をとおして社会通
念として必要な価値観の醸成に
関し、引き続き取り組んでいき
たい。 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒の実情
に沿ったキャ
リア教育を推
進し、社会生
活実践力の育
成を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・生徒一人ひと
りのニーズに対
応した進路指
導・支援を行
い、希望の進路
実現を図る。 

・生徒の状況を把
握し、引き続き
個々に応じたきめ
細かな進路指導を
行う。 
 
・進路だよりを発
行し、生徒、保護
者等、年次職員と
進路情報を共有す
る。 
 
・就労支援機関と
の連携をさらに進
め、特別な支援が
必要な生徒の就労
支援を強化する。 

・進路実現の達
成が 80％以上を
維持できたか。 
 
・進路だよりを
引き続き月２回
以上発行できた
か。 
 
・就労支援機関
との連携をさら
に進め、適切な
就労支援を行え
たか。 

・個に応じた丁寧
な指導を行った
が、80％を維持で
きなかった。 
・就業体験等に多
くの生徒が参加し
た。 
 
・進路だよりを月
２回以上発行し、
生徒、保護者、職
員と進路情報を共
有することができ
た。 
 
・就労支援機関と
の連携をさらに進
め、早期からの就
労支援につなげる
ことができた。 

・進路決定に向
け、引き続き指導
を行う。 
 
・入学当初から就
業体験等への参加
を促し、職業観を
育成する。 
 
・進路に関した情
報を共有するた
め、進路だよりの
発行を継続する。 
 
・発達の特性に応
じた支援のあり方
を継続的に、組織
的に検討してい
く。 

・80％達成の維持の目標
に対し、どの程度達成し
たか。 
 
・ご担当の先生方は想像
できないご苦労をされて
いると思う。引き続き指
導・支援をお願いする。 

・個に応じた丁寧な指導を行
い、最終的には 90％の進路決定
ができた。 
 
・多くの生徒が就業体験等に参
加し、将来の職業について具体
的に考えることができた。 
 
・進路だよりの発行を継続する
ことにより、職員、生徒、保護
者等と進路情報に関する共有が
できた。 
 
・就労支援機関との連携をさら
に進め、支援が必要な生徒を早
期から就労支援につなげること
ができた。 

・個に応じたきめ細かな指導を
行うことにより、進路実現につ
なげる。 
 
・引き続き、職業観を育成し、
進路実現につなげるために、年
度当初から就業体験等への参加
を促す。 
 
・今後も、進路に関する情報を
共有し、希望の進路につながる
よう指導支援する。 
 
・発達の特性に応じた支援のあ
り方を組織的に検討し、適切に
就労支援等につなげる。 

４ 地域等との協働 

・学校外の機関
と協働・連携や
外部人材の活用
により、地域の
教育力を生かし
た学校づくりを
進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・生徒のニーズ
に対応した就労
支援を行うた
め、外部機関と
の協働を図る。 

 
・本校ホームペ
ージを活用し、
教育活動を発信
することによ
り、地域ととも
に育つ向工を実
現する。 

・公的機関、地
元の企業等と連
携し、協働によ
る 学 び を 進 め
る。 

 
・本校ホームペ
ージや後援会活
動等を通して、
保護者等や地域
の方々へ学校行
事等への参加を
呼びかける。 

 

・外部機関と連
携した授業実践
を行えたか。 
 
・学校行事を始
めとする必要な
情報を、ホーム
ページを通して
月に２回以上更
新できたか。 
 

・県内の公的機
関、地元の企業等
と連携した授業実
践や学外学修を行
うことができた。 
・後援会活動等を
通して、地域との
連携を行ってい
る。 
  
・在校生徒や保護
者、地域の方々や
本校への進学希望
者への有益な情報
について、月に２
回以上の更新目標
をおおむね達成で
きている。 

・生徒のニーズを
踏まえた進路指
導・進路支援を行
うため、引き続き
外部機関と連携し
た授業や学びを継
続していく。 
 
・後援会活動や地
域貢献活動等を継
続して行ってい
く。  
 
・校生徒や保護
者、地域の方々や
本校への進学希望
者に対し必要な情
報を滞りのないよ
うに更新する。 

・町内会行事の際、校則
とコロナ感染状況を考慮
し「向工の良さをアピー
ルする」上で生徒の参加
が可能であれば実施に向
け話し合いたい。 
 
・卒業生が地域社会に受
け入れてもらえるよう指
導・支援をお願いする。 

・県内の公的機関や地元の企業
等と連携し、職業観を育成する
学校外の学習や連携授業を行う
ことができた。 
 
 
 
・感染症対策のため、保護者等
や地域の方々の学校行事への参
加は限られたが、ホームページ
等を用いて本校の教育活動を情
報発信することができた。 

・引き続き、地元の企業や公的
機関等と連携し、協働による学
びの充実に努める。 
 
 
 
 
・今後も本校における教育活動
をホームページに掲載し、効果
的な情報発信に努める。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・安全教育、環
境教育を推進
し、安心安全な
教育環境を構築
する。 
・全ての職員の
資質向上を図る
とともに、風通
りの良い職場づ
くりをめざし、
教職員の事故不
祥事を未然に防
止する。 
 
 
 
 
 
 
 

・生徒が安心・
安全な学校生活
を送れるように
するとともに、
ICT を効果的に
用いながら、防
災体制の一層の
充実を図る。 
 
・職員の資質向
上に向け、全職
員が引き続き連
携・協力して不
祥事防止に取り
組む。 

・授業や特別活
動の中で、消毒
作業を始めとす
る適切なコロナ
ウイルス感染症
対策を講じ、生
徒の安心・安全
に留意した教育
活動を行う。 
 
・計画的に防災
訓練を行い、生
徒・職員の防災
意識を高める。 
 
・定期的に不祥
事防止等の研修
を行う。 

・授業後等に適
宜教室の消毒を
行い、生徒が安
心・安全に学校
生活を送ること
ができるような
学校づくりを実
践できたか。 
 
・計画的に防災
教育を実践し、
生徒・職員の防
災意識を高める
ことができた
か。 
 
・全職員で不祥
事ゼロを達成で
きたか。 

・教室や施設の使
用後、消毒の担当
者が適切に消毒を
行う等、環境整備
に努めている。 
 
・授業中を想定し
た垂直避難を実施
し、生徒・職員の
防災意識を高める
ことができた。 
  
・ＤＩＧ訓練を行
い、緊急時の適切
な行動を検討する
ことができた。 
・不祥事はゼロで
あった。 

・感染症対策等の
状況を適切に捉え
ながら、今後も各
教室の消毒を始め
とする環境整備に
努める。 
 
・様々な場面を想
定した防災訓練を
実施し定期的に防
災マニュアルの見
直しを行うととも
に、災害時を想定
した準備、備蓄品
や防災用品の整
備・管理を行う。 
  
・引き続き、全職
員で不祥事ゼロを
目指す。 

・災害訓練の定期的実施
がなされていて、素晴ら
しい。 

・様々な教育活動において感染
症対策を念頭に置き、適切に消
毒作業等に努めた。 
 
・ＤＩＧ訓練（災害図上訓練）
では、生徒が住んでいる地区ご
とに班を分け、少人数で実りあ
る図上訓練を行うことができ
た。 
 
・避難訓練では、授業中を想定
した実践的な垂直避難を行い、
職員・生徒双方の防災意識を高
めることができた。 
  
・定期的に不祥事防止研修を行
い、全職員で不祥事ゼロを実現
できた。 

・今後も引き続き適切な衛生管
理を実践し、生徒の安心・安全
な学校教育を実現する。 
 
・防災訓練やＤＩＧ訓練（災害
図上訓練）については、様々な
状況を想定して定期的に実施し
た上で、訓練中に出た課題を克
服しながら、より確実な備えを
する。 
 
 
 
 
 
・今後も全職員で不祥事ゼロを
目指す。 
 

 


